








プログラム名：リラックス第一





実践プログラム（案）





資料４－３








●特徴


　　障がい者の参加しやすさを第一に考え、気軽さ、心地よさを前面に出した活動。相互の


資源活用。





＊働きかける主体：市町村社会教育課、福祉部局








■気づきを促す





○内容　　　


自治会（子ども会）が地域に住む子どもたちを対象に水遊び会を実施





＜気づき＞


「障がいの有無に関係なく、一緒に楽しめることがある」


「地域には障がいのある友だちもたくさん暮らしている」


「障がいってなに？」





○参加対象　地域の子どもと大人


○場所　　　地域学校のプール


○連携先　　自治会（子ども会）





■学ぶ機会をつくる


　


○内容　


・五感に訴える講座の実施


『地域の素材を使った入浴剤作り』


『アロマセラピー』『ステンドグラス制作』


『手作りランプ』等


　＊各講座の活用法を受講者が考える中で『障がい（特性）を知る』を視点のひとつとして提示する。





＜学び＞


「においや光、触感など、五感に訴えかける取組みなら、障がいの有無に関係なく誰もが一緒に気軽に楽しめる」





○参加対象　地域住民


○場所　　　公民館


○連携先　　公民館・支援学校・福祉部局








気づく





学ぶ





■情報提供する





○内容


　　地域の障がい児（者）施設や支援学校（学


級）が、どのような作業（学習）に取り組


んでいるか、公民館等の講座運営者や参加


者に情報提供する。





＜知る＞


「この作業なら協働してもらえるかも」





○参加対象　地域住民


○場所　　　公民館


○連携先　　支援学校（学級）・福祉作業所　　　





■始めようという意識の醸成を図る


　


○内容


公民館が主体となって、障がいの有無に関係なく、誰もが楽しめる新たな活動を設定。協働する要素を加える。


『手作り入浴剤の足湯会』


『手作り装置によるスヌーズレン会』





＜始める＞


「足湯会、スヌーズレン会で一緒にリラックスしましょう」


「入浴剤作りに必要なハーブを一緒に採集、


加工しませんか」





○参加対象　地域住民


○場所　　　公民館


○連携先　　自治会・福祉作業所・NPO





始める





知る








